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浦
賀
で
建
造
さ
れ
た
初
の
国
産
洋

式
軍
艦
鳳
凰
丸
は
嘉
永
七
年
（
一
八

五
四
年
）
五
月
に
竣
工
し
、
翌
年
の

安
政
二
年
二
月
に
品
川
沖
で
老
中
・

若
年
寄
を
は
じ
め
と
す
る
幕
府
の
重

役
た
ち
の
見
分
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
鳳
凰
丸
が
見
分
を
受
け
た
の

は
二
月
晦
日
か
ら
三
月
一
二
日
ま
で

の
こ
と
で
、
二
五
〇
人
以
上
の
役
人

及
び
そ
の
関
係
者
が
鳳
凰
丸
の
帆
走

の
様
子
や
与
力
・
同
心
た
ち
に
よ
る

小
筒
調
練
・
大
砲
の
打
ち
方
の
見
分

に
訪
れ
た
と
い
う
。
こ
の
鳳
凰
丸
の

見
分
に
つ
い
て
は
「
新
横
須
賀
市
史
」

の
解
説
や
西
川
武
臣
著
「
浦
賀
奉
行

所
」、「
横
須
賀
開
国
史
シ
リ
ー
ズ
５

幕
末
軍
艦
建
造
記
」
な
ど
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
「
見
ら
れ
る
側
」
と
「
見

る
側
」
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
た
い
。

ま
ず
、
見
ら
れ
る
側
で
あ
る
浦
賀
奉

行
所
与
力
・
同
心
た
ち
の
動
向
を
見

て
み
よ
う
。 

鳳
凰
丸
が
見
分
の
た
め
大
森
沖
ま

で
航
行
し
た
の
は
安
政
二
年
（
一
八

五
五
年
）
二
月
二
七
日
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
乗
組
員
は
浦
賀
奉
行
所
与
力
・

同
心
に
足
軽
や
医
師
、
水
主

か

こ

等
を
加

え
た
一
〇
四
名
で
、
与
力
・
同
心
は

前
年
五
月
に
行
わ
れ
た
試
験
航
行
の

時
と
ほ
ぼ
同
じ
メ
ン
バ
ー
だ
が
、
乗

組
員
の
与
力
た
ち
か
ら
の
要
望
を
ふ

ま
え
て
医
師
な
ど
を
加
え
て
い
た
。 

目
的
地
に
到
着
し
て
早
々
、
江
戸

詰
め
の
浦
賀
奉
行
土
岐
朝
昌
に
報
告

を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
役
は
与
力
樋

田
多
々
郎
、
同
心
小
原
勇
次
郎
・
河

野
四
郎
左
衛
門
の
三
人
で
あ
っ
た
が
、

当
日
に
河
野
が
病
気
に
な
り
、
代
役

を
中
田
辰
蔵
が
務
め
て
い
る
。
河
野

は
乗
り
組
ん
で
い
た
医
師
栗
山
周
輔

よ
り
上
陸
願
い
が
出
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
土
岐
朝
昌
の
役
宅
に
移
さ
れ

た
。
乗
り
込
ん
だ
医
師
は
早
速
仕
事

を
し
た
こ
と
に
な
る
。 

二
十
八
日
、
見
分
の
際
の
心
得
が

示
さ
れ
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
確

認
さ
れ
た
。
翌
二
九
日
、
江
戸
在
勤

の
浦
賀
奉
行
所
与
力
岡
田
増
太
郎
と

同
心
田
浦
福
太
郎
が
鳳
凰
丸
に
乗
り

込
ん
だ
。
鳳
凰
丸
の
乗
組
員
は
、
ほ

ぼ
全
員
が
浦
賀
か
ら
乗
り
込
ん
で
き

た
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
病
気
で
や

む
な
く
下
船
す
る
者
や
、
業
務
の
都

合
で
江
戸
か
ら
乗
船
す
る
者
も
あ
っ

た
。も
っ
と
も
中
島
三
郎
助
な
ど
は
、

二
月
二
九
日
の
記
事
に
「
一
昨
日
よ

り
三
郎
助
持
病
ニ
而
相
臥
候
ニ
付
、

豊
前
守
様
よ
り
御
医
師
被
遣
候
」
と

あ
る
よ
う
に
、
持
病
で
寝
込
ん
で
い

た
が
下
船
は
せ
ず
、
土
岐
朝
昌
か
ら

医
師
を
派
遣
し
て
も
ら
い
船
中
で
養

生
し
て
い
た
。
中
島
は
、
同
じ
く
与

力
の
佐
々
倉
桐
太
郎
と
と
も
に
見
分

の
際
の
責
任
者
で
要
人
の
案
内
・
質

疑
応
答
を
担
当
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
船
を
離
れ
る
こ
と
は
で

き
ず
、
な
か
な
か
辛
か
っ
た
か
も
知

れ
な
い
。 

二
月
晦
日
か
ら
は
老
中
・
若
年
寄

を
初
め
と
す
る
幕
府
要
人
た
ち
の
見

分
が
始
ま
り
、
与
力
・
同
心
た
ち
は

忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
た
。
見
分

で
彼
ら
は
鳳
凰
丸
を
実
際
に
帆
走
さ

せ
る
様
子
や
「
八
匁
玉
剣
付
筒
」
つ

ま
り
洋
式
銃
を
用
い
た
小
筒
調
練
・

大
砲
の
打
ち
方
な
ど
を
披
露
し
た
。 

そ
ん
な
中
、
三
月
八
日
・
九
日
と

彼
ら
は
佃
島
で
建
造
さ
れ
て
い
た
軍

艦
と
品
川
台
場
を
見
学
し
た
。
こ
の

建
造
さ
れ
て
い
た
軍
艦
と
は
幕
府
が

水
戸
藩
に
建
造
さ
せ
た
旭
日
丸
で
、

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
同
心
の
斎
藤
太
郎

助
が
浦
賀
か
ら
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
。

斎
藤
は
初
め
か
ら
鳳
凰
丸
の
建
造
に

携
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
見
分
で
は
乗

組
員
に
は
選
ば
れ
ず
、
浦
賀
で
業
務

に
当
た
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
が
老
中
の
見
分
が
あ
る
か
ら
と

い
っ
て
呼
び
出
さ
れ
た
の
は
、
建
造

中
の
軍
艦
な
ど
を
見
分
さ
せ
る
目
的

も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
技

術
の
吸
収
に
対
す
る
浦
賀
奉
行
の
熱

意
の
あ
ら
わ
れ
だ
ろ
う
か
。
斉
藤
は

と
い
う
と
、
見
学
が
終
わ
る
と
早
々

に
浦
賀
に
戻
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

ま
た
品
川
台
場
な
ど
を
見
学
す
る

直
前
の
三
月
六
日
に
は
、
豆
州
戸
田

浦
で
ロ
シ
ア
人
に
よ
り
建
造
さ
れ
た

ヘ
ダ
号
を
中
島
三
郎
助
・
佐
々
倉
桐

太
郎
が
見
分
に
行
く
こ
と
に
な
り
、

彼
ら
は
鳳
凰
丸
の
見
分
が
終
わ
っ
た

あ
と
息
つ
く
ま
も
な
く
戸
田
へ
行
く

こ
と
に
な
っ
た
。 

ペ
リ
ー
来
航
か
ら
は
じ
ま
り
鳳
凰

丸
の
建
造
か
ら
こ
こ
ま
で
の
間
、
浦

賀
奉
行
所
の
与
力
同
心
た
ち
、
そ
の

中
で
も
中
島
・
佐
々
倉
に
は
慌
た
だ

し
い
日
々
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。 

（
山
本 

慧
） 
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鳳
凰
丸
の
建
造
③ 

―
 

鳳
凰
丸
の
見
分
（
与
力
・
同
心
の
動
向
） ―
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 浦賀文化 

今
回
は
江
戸
時
代
の
碗
類
以
外
の
主
な
土

器
・
陶
磁
器
類
を
紹
介
し
ま
す
。 

写
真
の
１
～
５
、
７
～
９
は
愛
知
県
か
ら

岐
阜
県
に
か
け
て
焼
か
れ
た
瀬
戸
・
美
濃
系

の
陶
器
類
で
す
。
１
は
灰
釉
の
折
縁
皿
で
口

径
約
二
六
セ
ン
チ
の
大
型
品
、
２
は
鉄
釉
の

灯
明
受
皿
、
３
は
台
脚
の
つ
い
た
透
明
釉
の

灯
火
具
、
４
は
側
面
と
底
部
外
面
に
墨
書
が

あ
る
い
わ
ゆ
る
貧
乏
徳
利
と
言
わ
れ
る
酒
を

い
れ
た
容
器
の
底
部
付
近
、
５
は
灰
釉
の
徳

利
上
部
、
７
は
耳
（
小
さ
な
取
っ
手
）
が
二

つ
付
い
た
首
の
短
い
灰
釉
の
短
頸
壺
、
８
は

透
明
釉
の
小
型
の
短
頸
壺
、
９
は
灰
釉
の
小

鳥
の
餌
入
れ
で
す
。
写
真
６
は
九
州
佐
賀
県

産
の
肥
前
磁
器
で
蛸
唐
草
文
の
神
酒
徳
利
、

１０
は
大
阪
か
ら
兵
庫
県
で
焼
か
れ
た
堺
・
明

石
産
の
擂
鉢
片
、
１１
は
江
戸
（
東
京
）
近
郊

で
焼
か
れ
た
瓦
質
の
土
器
で
、
側
面
が
大
き

く
開
け
ら
れ
て
お
り
、
中
で
炭
を
燃
や
し
た

火
鉢
の
一
種
。
茶
釜
な
ど
を
上
に
置
い
て
湯

を
沸
か
し
た
風
炉
と
思
わ
れ
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
中
で
、
３
の
灯
火
具
と
６
の
神

酒
徳
利
、
１０
の
擂
鉢
、
１１
の
風
炉
は
文
政
四

年
（
一
八
二
一
年
）
に
始
ま
る
奉
行
所
Ⅱ
期

の
中
島
家
絵
図
に
記
さ
れ
た
炊
出
し
所
跡
、

７
の
徳
利
は
同
絵
図
の
白
洲
跡
、
４
と
５
の

徳
利
、
８
の
小
型
短
頸
壺
、
９
の
餌
入
れ
な

ど
は
同
図
の
台
所
跡
付
近
か
ら
出
土
で
す
。 

い
ず
れ
も
江
戸
城
を
中
心
と
し
た
江
戸
遺

跡
な
ど
で
は
一
般
的
に
み
ら
れ
る
焼
物
類
で
、

特
に
優
品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
７
を
除
き

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
性
格
を
反
映
し
た
出
土

遺
物
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
他
に

も
多
様
な
土
器
・
陶
磁
器
類
が
出
土
し
て
い

ま
す
が
、
い
ず
れ
も
小
片
で
、
そ
の
量
も
僅

か
で
し
た
。 

（
中
三
川 

昇
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★
参
考
資
料 

・
「
浦
賀
奉
行
所
〔
役
所
〕
跡
の
試
掘
・
確
認
調
査
」 

横
須
賀
市
教
委
２
０
２
１ 

・
『
浦
賀
奉
行
所
開
設
３
０
１
年 

浦
賀
奉
行
所
跡
』 

横
須
賀
市
教
委
２
０
２
１ 

浦
賀
奉
行
所
跡
の
発
掘
調
査
（
そ
の
七
） 

 

出
土
し
た
江
戸
時
代
の
土
器
・
陶
磁
器
類
ほ
か 

 

奉
行
所
ス
カ
リ
ン 

―
 

二
人
の
海
軍
出
身
社
長 

後
編 ―

 

寺
島
が
社
長
を
退
い
て
逓
信
大
臣

に
な
る
と
、
業
界
・
財
界
と
浦
賀
船
渠

を
つ
な
ぐ
強
力
な
パ
イ
プ
役
と
な
る
。 

二
人
目
の
堀
は
、
明
治
一
六
年
、
大

分
県
に
生
ま
れ
る
。
寺
島
と
同
時
期
に

海
軍
を
離
れ
る
。
昭
和
一
六
年
、
寺
島

に
替
わ
り
浦
賀
船
渠
九
代
目
の
社
長

に
な
る
と
、
海
軍
の
さ
ら
な
る
艦
艇
需

要
に
対
応
す
る
た
め
、
台
湾
に
工
場
を

新
設
す
る
な
ど
事
業
規
模
の
拡
大
を
図

っ
て
い
る
。
堀
は
日
本
飛
行
機
の
取
締

役
も
兼
務
、
そ
ち
ら
の
事
業
に
注
力
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
実
際
の
と
こ
ろ
は

次
期
社
長
と
な
る
甘
泉
豊
郎
が
実
務

を
お
こ
な
っ
て
い
た
。 

戦
後
す
ぐ
、
堀
は
浦
賀
船
渠
を
去
る

こ
と
に
な
る
が
、
在
任
中
、
海
軍
の
発

注
に
よ
り
数
多
く
の
駆
逐
艦
・
海
防
艦

な
ど
を
建
造
し
て
い
る
。 

堀
は
人
並
外
れ
た
英
才
と
し
て
知
ら

れ
て
お
り
、
い
ず
れ
は
海
軍
大
臣
と
目

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
自
ら
「
戦
争

悪
論
者
」
と
称
し
、
戦
争
に
反
対
し
た

こ
と
か
ら
、
海
軍
を
追
わ
れ
て
い
る
。

堀
は
、
聯
合
艦
隊
司
令
長
官
・
山
本
五

十
六
と
無
二
の
親
友
で
あ
っ
た
。 （

江
） 

 

７ 秋 の 
行楽シーズン到来！ 

当館で浦賀の散策マップを 

お配りしています！ 

 


